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近年、カロリー制限に代表されるように食餌制限が老化・寿命制御の一要因とし
て見出され、それらが関わるシグナル伝達経路が同定され、老化・寿命における
カロリー制限の効果は世界中で最も解析・理解が進んでいる。最近，栄養状態や
腸内細菌叢などの環境因子が原因で生じた特定の代謝産物が，細胞の分化，が
ん化，脳機能，免疫反応,	さらに老化・寿命などの複雑な生命現象に甚大な影響
を及ぼす例が見いだされてきた。したがって，代謝機構を標的とした研究は，加齢
性疾患の予防ひいては健康長寿の実現にきわめて重要である。本セミナーでは，
寿命研究でブレークスルーをもたらしている真核モデル生物である酵母と線虫で
明らかにした寿命制御機構について，我々が見出した知見を中心に紹介する。
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